
成果と課題 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 改善策・向上策

教務と事務を分けることはできた。更に教務、
事務それぞれの質の向上を目指す。 ○ 人員の補強

各教科部会を開き、またブレインストーミング
をするなどして指導内容の検討をした。 ○ 引き続き研究する

領域 対象 評価の観点 成果と課題 改善策・向上策

教
育
課
程

児童会・委員会活動の定着 概ね順調に活動できた。 ○
新校舎に移転後したことにより、低学年・高学年
が同じ校舎になったことから委員会活動が活発
化した。

日本の体育指導の良い点を取り入れ、運動量を多
くした指導法の確立。

体育の授業に精通した教員を配置した。また、研修
を実施した。 ○

講師を招く、研修に出向くなどの方法を並行し
て検討

高学年：授業の中で学んだことを活かして、英語で
ディスカッションができる。

オリジナルテキストを使った授業が定着している。 ○ テキストに続き指導書づくりに取り掛かる

オリジナルの教材を使用して効果的な授業ができ
る。

オリジナルテキストの製作は進んでいる。 ○ テキスト作りを継続し、使用を開始する

児
童
指
導

児童が学校で起きたトラブルなどで、気持ちが曇っ
たまま帰宅することが無いよう取り組めたか、また、
家庭との連絡やその後のフォローは適切にできた
か。特に担任、養護教諭が対応できたか。

児童との相談、保護者との相談を誰がいつするかな
どについてのマニュアルにそって対応した。 ○ スクールカウンセラーの導入を検討する。

地
域
と
の

連
携

地域の方との連携で効果的な指導ができたか
スポーツデー（運動会）やコスチュームでー（はろ
ウィーン）に地域の方を招いた。 ○

スポーツデー（運動会）やコスチュームでー（は
ろウィーン）以外に交流の場を作る

研
修

研修は適切に行われたか、また、効果はあったの
か

春休みに教育委員会OGを招いて学級経営の研修
を行った。 ○

相模原市の公立学校の見学や研修への参加、
研究発表会の開催を検討する

学
校
運
営

地域と連携し、社会科見学を実施する。ま
た、実際的な話を聞くために、地元の方を講
師として招く

ＬＣＡの教育理念を理解するための研修
新しい学力観に基づいた授業の研修
自立した子を育てるための野外活動研修

目　　標

教

育

活

動

学習指導要領に準じながら英語力を伸ばす
カリキュラム作り

教
科
指
導

体育：運動量を増やす。カリキュラムに変化
を持たせ、飽きさせない授業ができる。講師
を招いて教員研修をする。

英語：独自開発したオリジナルテキストを使
用し、ディスカッション・ディベートなどの能力
を上げる。

国際人としての国語力とは何かを見直し、研
究し、オリジナルのテキストの作成にとりかか
る。一部は授業で使用を始める。

「自分の気持ちを、相手にきちんと伝える。
相手の気持ちを受け取れる。」ことを大切に
した児童指導の徹底。特に養護教諭がカウ
ンセリングをできるようにする。
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学校教育目標 重点目標（中・長期目標） 総　合　評　価

◆社会の一員として個性を
生かして、社会に貢献でき
る人間の育成　
◆世界を舞台に活躍できる
人間の育成
◆生きることの素晴らしさを
知った人間の育成

信頼できる学校づくり（教育の質・保護者などへの連絡の正確さ）　　
子どもの英語教育センターとしての機能の充実（教材・プログラム・
人材）

新校舎への移転に合わせて、組織強化に取り組んだ。英語の教育センターとしての役割を果たせる
よう、カリキュラム、テキスト、カード作りに取り組んだ。

今年度の重点目標
学校の組織を強化する（教務の仕事と事務の仕事の明確化）ことで、
教務が教育の質を上げ、事務が正確でミスのない仕事をできるように
する

各教科の指導計画の見直しと向上


